
 

 

 

１．日  時：令和７年１０月３０日（木）９：３０～１１：００ 

 

２．場  所：広島合同庁舎４号館１３階共用９号会議室 

 

３．出席委員：部会長 半井 健一郎 広島大学大学院先進理工系科学研究科教授 

       委 員 前川 秀雅  弁護士 

委 員 尾崎 則篤  県立広島大学生産資源科学科生命環境学科環境科学コース教授 

       委 員 力石 真   広島大学大学院先進理工系科学研究科教授 

       

４．議事次第 

 添付資料のとおり 

 

５．審査対象業務一覧 

  添付資料のとおり 

 

６．審議における主な意見の概要 

 

【業務審査】 

○全体説明 

〈令和７年度土木工事施工計画最適化検討業務〉 

・特になし 

 

○個別説明  

〈令和７年度中国地方整備局管内道路啓開等資料作成業務〉 

・技術提案書の評価に関する質問あり 

 →技術提案書の評価に関する質問について回答 

 

審査対象業務について了承された。 

 

【工事審査】 

○個別説明 

（令和７年度西広島バイパス住吉橋高架橋外鋼下部工事） 

・技術提案書の評価に関する質問あり 

 →技術提案書の評価に関する質問について回答 

 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第一部会（第７回）開催結果の概要 
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（令和 7 年度福山道路河手第３高架橋鋼第１上部工事） 

・技術提案書の評価に関する質問あり 

 →技術提案書の評価に関する質問について回答 

 

 審査対象工事について了承された。 

 

○開札後整理 

（令和７年度出雲職安機械設備工事） 

・入札手続に関する質問あり 

 →入札手続に関する質問について回答 

 

－以上－ 
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               日 時：令和７年１０月３０日（木）９：３０～ 

場 所：広島合同庁舎４号館１３階共用９号会議室 

 

令和７年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第７回） 
 

議 事 次 第 

 

 

１．開  会 

２．議  事 

【業務関係】 

１）審査対象業務の全体説明                      [資料－１]  

 

２）審査対象業務の個別説明                      [資料－２] 

 

【工事関係】 

３) 審査対象工事の全体説明                [資料－３] 

 

４）審査対象工事の個別説明                 [資料－４] 

 

５）開札後整理                    [資料－５] 

 

 

３．閉  会 
 

 

 

 次回（令和７年度 第８回）予定 

                     日 時：令和７年１１月２６日（水）１：３０～ 

場 所：広島合同庁舎３号館１階共用１６号会議室 
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審査対象業務一覧表

◆公示前審査　・・・・・・ 1件

1件

令和７年度土木工事施工計画最適化検討業務

◆特定・入札前審査　・・・ 1件

1件

● 令和７年度中国地方整備局管内道路啓開等資料作成業務 　本業務は、　現在作成済みの中国地方道路啓開計画について、道路啓開計画の法定化を踏まえて計画の見直し等を行う。
道路法改正を踏まえた
道路啓開計画の見直しにあたっての留意点

【簡易公募型】

●は重点審査案件

　(１)　プロポーザル方式・・・・

【簡易公募型】

業種種別

土木関係建設コンサルタント業務

　(１)　プロポーザル方式・・・・

土木関係建設コンサルタント業務

業種種別 業　務　名

業　務　名 業　　務　　概　　要 評　価　テ　ー　マ
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◇プロポーザル方式（簡易公募型）　公示前審査業務一覧表　令和7年10月30日総合評価審査委員会(第一部会）

予定管理（主任）技術者

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

C
P
D

与
条
件
と
の
整
合

着

眼

点

等

が

適

切

か

つ

論

理

的

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

令和７年度
土木工事施工計画最適化検討業務

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
促
進

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

実
施
体
制
の
妥
当
性

資格・
実績

成績・
表彰

的確性 実現性

小
計

管
理
技
術

者

管
理
技
術

者

テ
ー

マ
内
容

業
務
に
関
す
る
知
識

小
　
　
計

評価テーマ

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

工
程
計
画
の
妥
当
性

No

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

業
務
規
模

（
百
万
円

）

公
示
予
定
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書） 技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

参加表明者

合
　
　
計

配置予定技術者 実施方針

小
　
　
計

業
務
理
解
度

合
 
 

計

資格・実績
成績・
表彰

小
　
　
計

資格・
実績

成績・
表彰

小
　
　
計

23 14
簡易公募型

プロポーザル
方式

11月7日
１０以上
８１未満

　土工現場での最適な施工計画を実
現するために、土木現場に即した施工
計画シミュレーションの機能要件（案）
の作成を行う。

土木関係建設
コンサルタント
業務

企画部1 2 1 25 8 5 14 12 12 52 100

道路改良工事の建設
機械による施工工程
をシミュレーションす
るにあたっての着眼
点

5 9.5 0.5 30 5 50 5 10 30 5 50
適
否

100 3 7 12 5 5

5



◇プロポーザル方式（簡易公募型）　特定前審査業務一覧表　令和7年10月30日総合評価審査委員会(第一部会）

予定管理（主任）技術者

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

C
P
D

与
条
件
と
の
整
合

着

眼

点

等

が

適

切

か

つ

論

理

的

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

令和７年度
中国地方整備局管内道路
啓開等資料作成業務

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

業
務
規
模

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書）

参加表明者

合
　
　
計

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

資格・実績

小
　
　
計

資格・実績 成績・表彰

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

簡易公募型
プロポーザル

方式

１０以上
８１未満

10

技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

配置予定技術者 実施方針

小
　
　
計

業
務
理
解
度

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

工
程
計
画
の
妥
当
性

合
 
 

計

実現性

小
計

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者 テ

ー

マ
内
容

業
務
に
関
す
る
知
識

小
　
　
計

評価テーマ

55 305

No

成績・表彰 資格・実績 成績・表彰

的確性

1 道路部

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
促
進

0.5

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

　現在作成済みの中国地方道路啓開計画に
ついて、道路啓開計画の法定化を踏まえて計
画の見直し等を行う。

土木関係建設
コンサルタント

業務
5 507月14日

適
否

10030

道路法改訂を踏まえ
た道路啓開計画の見
直しにあたっての留

意点

14 14 12 12 52 100509.5 5 233 7 12 2 1 25 8 5 5
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【審査対象工事一覧表　総括表】

◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）　1件
【技術提案評価型（ＳⅡ型）】（施工体制確認型）・・・・・・1件

鋼橋上部工事 令和 ７年度西広島 バイパス住吉橋高架橋外鋼下部工事 94.5

◆入札前審査（技術提案等の審査）　1件
【技術提案評価型（ＳⅡ型）】（施工体制確認型）・・・・・・1件

～5者 6～10者 11者～

鋼橋上部工事 令和７年度福山道路河手第３高架橋鋼第１上部工事 94.5 ○

●：重点審査案件

橋梁上部工の品質・耐久
性向上に関する施工計画

競争参加者数

橋梁上部工における生産性
向上に関する施工計画

生産性の向上

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点） 工事目的物の性能・機能等

●

工種

鋼製橋脚に係る品質・耐久
性向上に関する施工計画

評価項目（技術提案）

鋼製橋脚工における生産性
向上に関する施工計画

工事名

生産性の向上

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点） 工事目的物の性能・機能等

評価項目（技術提案）

●

工種 工事名
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◆第7回総合評価審査委員会　第一部会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（ＳⅡ型）】（施工体制確認型）

④ ⑤
ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） ア） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

Ｗ
Ｔ
Ｏ

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

施
工
状
況
に
お
け
る
安
全
対
策
の
評

定
点

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル

ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管
理

優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
組
み

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用
促
進
型

有
用
な
新
技
術
の
活
用

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

中
国
地
整
管
内
に
お
け
る
工
場
製
作

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

若
手
技
術
者
育
成
型

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

若
手
・
女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

設
計
照
査
技
術
者
の
配
置

舗
装
施
工
監
理
技
術
者

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
組
み

賃
上
げ
の
実
施

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
案
件

No.

事
務
所
名

区

分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

合

計

評価内容１ 評価内容２

②加算点

備

考

加
算
点
合
計
②

技術提案 施工能力等 WLB 賃上げの実施
①技術提案

合

計

②企業の能力等

○ 1

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

○

③配置予定技術者の能力等

合

計

合

計

工事の特性

（評価項目設定の妥当性
が判断できる工事内容
や特性をわかりやすく記

載すること）

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
合
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種

別

工　事　概　要

本工事は、一般国道２号
西広島バイパスのうち、
広島県広島市中区住吉
町地内における橋梁下
部工事である。

工事延長　L=84m
橋梁下部 1式
鋼製橋脚 2基
（P35,P36）

鋼製橋脚は、上部構造
を確実に支持し、その
力を確実に下部構造へ
伝える非常に重要な役
割をもつ構造物であ
る。そのため、施工の
条件や施工時の状態
を考慮したうえで、所要
の品質が確保されるよ
うに適切に施工する必
要がある。

11 ○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型
（
Ｓ
Ⅱ
型
）

令和
れいわ

7年度
ねんど

西広島
にしひろしま

バイパス住吉
すみよし

橋
ばし

高架橋
こうかきょう

外
ほか

鋼
こう

下部
かぶ

工事
こうじ

本
官

鋼
橋
上
部
工
事

－

橋
梁
下
部

15.0 64.5

鋼製橋
脚に係
る品質・
耐久性
向上に
関する
施工計
画

30.0

鋼製橋
脚工に
おける
生産性
向上に
関する
施工計
画

30.0－ ○ ○ 94.5 30.0 15.0 60.0 4.00.5 0.5 4.0
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◆第７回総合評価審査委員会　第一部会　入札前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（ＳⅡ型）】（施工体制確認型）

④ ⑤
ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） ア） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

Ｗ
Ｔ
Ｏ

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

施
工
状
況
に
お
け
る
安
全
対
策
の
評

定
点

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度
（
ゴ
ー

ル

ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管
理

優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
組
み

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用
促
進
型

有
用
な
新
技
術
の
活
用

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

中
国
地
整
管
内
に
お
け
る
工
場
製
作

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

若
手
技
術
者
育
成
型

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

若
手
・
女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

設
計
照
査
技
術
者
の
配
置

舗
装
施
工
監
理
技
術
者

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
組
み

賃
上
げ
の
実
施

施工能力等

合

計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合

計

0.5 0.530.0 60.0

橋梁上部
工の品
質・耐久
性向上に
関する施
工計画

30.0

②加算点
賃上げの実施

加
算
点
合
計
②

①技術提案

合

計

技術提案

橋梁上部
工におけ
る生産性
向上に関
する施工

計画

WLB

30.0 15.0 15.0 64.5
技術提案評価型
（ＳⅡ型）

－ ○ 94.5

本工事は、一般国道２号福
山道路のうち、広島県福山
市赤坂町赤坂地内におけ
る橋梁上部工事である。

工事延長　L=130m
橋梁上部　１式
工場製作工　１式
工場製品輸送工　356.5t
鋼橋仮設工　１式
橋梁現場塗装工　１式
床版工　１式
橋梁付属物工　１式
鋼橋足場等設置工　１式
仮設工　１式

本工事の課題は、主たる
目的物である鋼橋後部
工の長寿命化であり、そ
れを満足させるための品
質・耐久性の向上にあた
り特に配慮が必要であ

る。
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一
般
競
争

○

鋼
橋
上
部
工
事

橋
梁
上
部

○ 1

福
山
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

○
令和

れいわ

７年度
ねんど

福山
ふくやま

道路
どうろ

河手
こうで

第
だい

３高架橋
こうかきょう

鋼
こう

第
だい

１上部
じょうぶ

工事
こうじ

本
官

4.0 4.0

備

考

合

計

審査対
象部会
（回）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
案
件

No.

事
務
所
名

区

分

局
担
当
課

①施工体制評価点

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種

別

工　事　概　要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性
が判断できる工事内容や
特性をわかりやすく記載す

ること）

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
合
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

評価内容１ 評価内容２
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